
第 2 部 自 然 環 境 の 現 状 と 対 策

第 1 章 自 然 環 境 の 現 状

第 1 節 地 形 , 地 質

本県 の地形 , 地質 は 構成す る 地質 や火山活動 な ど に よ り 県南域 と 県北域 で は着 る し く 相違

し て い る 。

県南城 は三郡変成岩類 や花 崗岩類 な ど の 古 い 地層 か ら な る た め地形 は 急峻で そ こ に は侵蝕や

削 は く 作用 に よ り 生 じ た 遷急点か随所 に み ら れ , 億や瀬 な ど の 自 然美豊 か な 景勝地が形成 さ れ て

い る 。 反 面 , 北域 は 比較的新 ら し い 地質 に 属 す る 新第三糸 や こ れ を覆 う 畔新世火汕岩類か広 く

分布 し , 地形 は 一般 に な だ ら か で あ る 。 更 に 本県 に は 大山 を は じ め と す る 新 ら し い 火山活動 の

所産 て あ る 火山地形 か各地域 に分布 し て い る な か で も , 県東部の 扇 / 山 , 氷 ノ 山及 ひ県西部 の

大出火= 群 な ど は , 秀麗 な d j 容 と 雄大 な ス ロ プ と が相倹 っ て , 優れ た 火 - = 地形 を形成 し て い る 。

一方 , 日 本海 に 面 す る 1 7 0 皿 に及 ぶ海岸域 に は , 日 本海 の荒波 と 河川 の流砂 に よ り 形成 さ れ

た 鳥取砂丘や 弓浜半 島 の ご と き 日 本最大 の砂丘 , 砂州 が発達 し 後背地の 松林 と 相侯 っ て 白 砂

青松 の 美 し い砂浜海岸が各所 に見受 け ら れ る

優れ た も の は表 1 2 の と お り て あ る

表 1 優れ た地形

d ー 岳

地 名 地 形 的 特 性 I 特 。己

馳 馳 山

立 岩 山

久 松 山

扇 ノ 山

霊 石 山

氷 ノ 山

頭 巾 御

洗 足 山

穂 見 山

籠 山

高 鉢 山

ビ ュ ト 型 ~ ト ロ イ ブ型

ビ ュ ト 型 ~ ト ロ イ ブ型

孤 立 丘

楯 状 火 山

メ サ

楯 状 火 山

壮 年 山 地

壮 年 山 地

壮 年 山 地

壮 年 山 地

壮 年 山 地

均整 の と れ た 疵形展望良

急傾斜孤峰

ト ー ム状 , 展望良

ス ケ ル大

山頂 に平坦地

山頂 に平坦地

急峻な 鋭峰

急峻な 鋭峰
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地 名 地 形 的 特 性 特 。こ

高 山

鷲 峰 山

毛 無 山

矢 山

ス ク モ 山

金 峰 山

桐 山 城 お よ び 桐 山

摩 尼 山

覚 寺 峠

丸 山

雁 金 山

本 陣 山

今 木 山

猫 山

円 通 寺 山

遠 見 山

若 桜 城 山

鉢 伏 山

徳 山

花 倉 山

羽 衣 石 山

粟 尾 山

御 冠 山

大 平 山

馬 / 山

打 吹 山

高 城 山

若 杉 山

大 山

社 年 山 地

古 期 火 山

古 期 火 山

孤 立 山 地

孤 立 山 地

花 崗 岩 禿 山

花 崗 岩 禿 山

孤 立 山 地

第 三 紀 丘 陵

孤 立 丘

孤 立 丘 陵

平 頂 山 地

孤 立 丘

壮 年 山 地

ビ ュ ト

壮 年 山 地

孤 立 丘

平 頂 山 地

熔 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

熔 岩 山 地

第 三 紀 丘 陵

熔 岩 台 地

安 山 岩 丘 陵

壮 年 的 孤 立 山

花 崗 岩 孤 立 丘

モ ナ ド ノ ソ ク

ト ロ イ プ、

日 本海側 の展望良

日 本海側 の 展望良

湖山池 の展望点

展望良 , 道路

城跡

城跡

城跡

古墳 , 古戦場
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地 名 地 形 的 特 性 特 。己

烏 ケ 山

孝 霊 山

鍔 抜 山

壺 瓶 山

城 山

鬼 住 山

栗 島

城 山 ( 米 子 )

要 害 山

金 華 山

宝 仏 山

大 倉 山

花 見 山

鬼 林 山

稲 積 山

道 後 山

窓 山

船 通 山

熔 岩 塔

寄 生 火 山

寄 生 火 山

寄 生 火 山

ペ デ ィ オ ー ブ

花 崗 岩 壮 年 山 地

玄 武 岩 孤 立 丘

流 紋 岩 孤 立 丘

壮 年 山 地

集 塊 岩 山 地

壮 年 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

凖平原遺物 と モ ナ ト ノ ッ ク

壮 年 山 地

壮 年 山 地

高 原

地 名 地 形 的 特 性 特 。こ

河 合 谷 高 原

菅 野 高 原

広 留 野

稲 葉 山 高 原

東 山 ･ 冲 ノ 山 高 原

津 無 高 原

彼 多 の 台

険 所 峠 面

三 原 高 原

落 折 高 原

ペ デ ィ オ ー ー プ

ペ ブ ィ オ ー プ

新 期 フ ピ ノ 台 地

安 山 岩 台 地

隼 平 原 遺 物

山 麓 階

隼 平 原 遺 物

隼 平 原 遺 物

山 麓 階

ペ プ ィ オ ー プ

小潮 あ り ス ケ ル大

湿原 あ り
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地 名 地 形 的 特 性 特 。己

弓 河 内 高 原

鷲 峰 緩 斜 面

長 尾 鼻 高 原

亀 尻 高 原

八 葉 寺 高 原

俵 原 高 原

高 清 水 高 原

一 朝 高 原

若 杉 山 高 原

鏡 ケ 成

大 河 原

桝 水 原

赤 松 原

草 谷 原

一 息 坂 高 原

中 山 原

船 上 山

越 敷 野

鵜 ノ 他 高 原

根 雨 原

岩 坪 湿 原

山 麓 階

古 崖 錐

ペ ブ ィ オ ノ プ

ペ デ ィ オ メ プ

ペ ブ ィ オ ー プ

ペ デ ィ オ ー ブ

ペ ブ ィ オ ニ プ

ペ ブ ィ オ メ プ

隼 平 原

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

ペ ブ ィ オ ナ プ

ペ デ ィ オ ニ ブ

山 麓 階

山 麓 階

旧河床が 山 く す れ て湿原化 埋れ木 樹根 あ り

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

多 鯰 ケ 池 古砂州 に よ る 古 い フ グ ン 中 国地方最傑

朝 山 他 フ グ ン

東 郷 他 フ グ ン 水質 ･ 底質 の 保全

大 山 他 人 工 湖 催概用人工湖 と し て 中国地方最大

大 野 ケ 他 成因不明一火砕流 せ き と め 劭 人工湖 と し て よ り も カ ル ブ フ 硼 の 性質

赤 松 池 人 工 湖

鶏 / 他

中 侮 , フ グ 増 ス ケ ル大 , 水質秀れ



峡 谷

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

雨 滝 峡 谷

大 石 峡 谷

上 地 峡 谷

姫 路 峡 谷

諸 鹿 峡 谷

春 米 峡 谷

± 川 峡 谷

落 折 峡 谷

芦 車 渓 谷

新 見 川

屋 住 ( 安 蔵 ) 峡 谷

佐 治 谷

三 滝 渓 谷

赤 渡 川

岩 坪 峡 谷

松 上 峡 谷

長 柄 峡 谷

小 鹿 渓

徳 渓 谷

川 上 渓 谷

太 郎 田 渓 谷

笏 賀 渓 谷

鉛 山 渓 谷

曹 源 寺 渓 谷

木 地 山 渓 谷

田 代 渓 谷

下 畑 渓 谷

福 本 渓 谷

岩 倉 渓 谷

山 川 木 地 渓 谷

甲 川 峡 谷

峡 谷 壁 と 懸 谷 の 億

若 返 り の 谷 と 段 丘

安 山 岩 谷 壁

穿 入 V 字 谷

谷 壁 が 急 崖

滝 願 多 し

ポ ソ ト ホ あ り

河 川 争 奪 深 い 侵 食 谷

花 崗 岩 の 峡 谷

上 流 型 V 字 谷

上 流 型 V 字 谷

上 流 型 V 字 谷

火 砕 流 と 熔 岩 を 刻 む

滝多数 を と も な う

両側 に小段丘

佐治石 あ り

花 崗岩奇岩 あ り

急崖 , 奇岩 あ り

V 字谷 , 岩盤露 出
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地 名 地 形 的 特 性 特 。己

川 床 峡 谷

地 獄 谷

小 鴨 川 上 流

猿 飛 渓 谷

法 勝 寺 川

石 霞 渓

安 山 岩 を 刻 む 峡 谷

火 砕 流 中 の 峡 谷

火 砕 流 中 の 峡 谷

花 崗 岩 の 谷 床 谷 壁

大山滝な ど滝多 し

ポ ッ ト ホ ル 多 し

滝

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

雨 滝

滝 ( 三 滝 渓 )

山 王 の 滝 ( 佐治谷 )

芦 津 渓 三 滝

田 原 谷 不 動 滝

今 滝

大 山 滝

児 落 し の 滝

筥 億 ( 雨 滝 渓 谷 )

千 丈 着 く 船 上 山 )

岩倉 滝 (倉吉市岩倉 )

竜王滝 ( 日 野郡 , 滝山)

亀 備

大 鹿 滝

あ み た 滝

相対的 に 堅硬 な安 山岩 に よ っ
て形成

2 段 の 滝

本支流の侵食差 と 安山岩の 節
理 に起因他 に湯原 ･ 妙 円 滝 あ
り

安 山岩の 急崖を 落下

火砕流堆積物 に貫入 し た 安 山

岩岩脈 に よ っ て形成 , 2 段 の
滝 を作 る

若返 り の谷 の 谷頭

安山岩 の節理支配

雄滝は細長 く 雌滝 は 中 大 で落
差大

柱状節理 に そ う 滝

落差大

落差 4 0 爲

他 に布滝 , 筥滝 あ り

他 に夫婦滝 , 虹が滝な ど 多数

落差 2 0 伽

不動尊 こ も り 堂 あ り

落差 3 0 爲

下位 の 種は崩壊速度大

落差 3 4 佛 学術参考地

3 段 の 滝か ら な る

水量 が少 な い こ と が欠点

中 8 れ落差 1 1 爲 水深 2 碗

河 川

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

千 代 川 中 流

日 野 川 中 流

穿 入 蛇 行

穿 入 蛇 行

智頭 ト ンネル付近が も っ と も す ぐ れ る

江尾 ~黒坂



海 岸

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

東 浜 ~ 居 組

羽 根 尾 海 岸

浦 富 海 岸

馳 馳 山 海 岸

鳥 取 砂 丘

質 霧 海 岸

白 兎 ~ 酒 ノ 津

長 尾 鼻

小 浜

泊

橋 津

由 良

御 崎

甲 川 河 口

大 雀

弓 ケ 浜

花 崗 岩 海 食 崖

安 山 岩 海 食 崖

花 崗 岩 海 食 屋

凝 灰 岩 海 食 崖

砂 丘

砂 浜 ･ 新 期 砂 丘

岩石海岸 (第三紀) と ポケ ッ ト 浜

安 山 岩 断 崖

懸 谷 と 海 岸 段 丘

離 水 洞 ･ ベ ン チ

離 水 同 ･ 旧 海 崖

浜 堤 列

火 山 海 岸 の 波 食

漂 礫 浜

漂 礫 浜

長 大 な 砂 州

海 食 同

竜 神 同

ー ン 山 洞 く つ

丸 山 洞 く つ

橋 滓 価 く っ

離水海食洞 と 現海食洞 あ り

離 水 海 食 洞

離 水 海 食 洞

離 水 海 食 洞

ス ケ ル大

学術参考地

学 術参考地

学術参考地

表 2 優れ た 地質

岩石鉱物産地

名 称 種 類 位 置 特 。己

あ ら れ 石

菱 沸 右

束 沸 右

岩 美 銅 山 跡

泥 炭

獨 沸 右

二 次生 成物

斜 方 沸 右

採石場跡 に 産 出

古 く よ り知 られ る 沈澱銅を産 し た。

湿 原 地 に 形 成

菊花 状 に 集 合

竜 神 同 (岩美 町 )

大 羽 尾 ( 岩美町 )

逐皿 馳 山 (岩美 町 )

岩 美 町 荒 金

国 府 町 菅 野

八 東 町 広 留 野

二次生成物 ,Fr o S Fe rn
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1 1

名 称 種 類 位 置 特 。己

碧 玉

蛇 紋 岩

ひ す い 輝 石

ア ン プ" シ ン

方 解 石

百 谷 鉱 山 跡

碧 玉

褐 鉄 鉱

褐 鉄 鉱

濁 佛 石

ペ ン ト ナ イ ト

沸 石

佐 治 石

白 雲 母 花 崗 岩

木 化 蛋 白 右

石 英 (水晶)

ウ フ ン 鉱 物

ウ フ ン 鉱 物

金 雲 母

ア ル ミ ナ 球 球

イ モ コ、 フ イ ト

輝 水 鉛 鉱

碧 玉

ひ る 石

高 温 石 英

後 谷 鉱 山 跡

松 皮 石

大 村 鉱 山 跡

ま ん じ ゅ う 右

赤玉状の珪酸鉱物

採石 さ れ た こ と あ り

曹長石 と 共生

カ ン フ ン右 と と も に 巨晶 を な す

幕末 ま で石灰 が ま あ り

裂 か充填銅鉱山

流紋岩 に脈状に生成

高師小僧

あ ん右

方解石 と 共生

流紋岩脈の風化生成物

河原火山岩中 に生成

三郡成岩中 の 火山岩凉 の片岩鑑賞石

白 雲母を含 む花 崗岩 は本県 で は珍 ら し い

白 兎礫層 中 に 産出 す る

モ ノ ブブ ン の 鉱床域 の 晶同 ( ガ マ ) に 集合

わ か 国 の代表的 な 堆積型 ウ フ ン 鉱床

人形右 訥 1ngy o1 t e ) 等 を 伴 う ウ フ ン 鉱床

玄武岩の 晶洞中 に結晶

軽石層 中 に梅干 し状 に 産す る ギ ブサ イ ト

が主成分

軽石層 中 の皮膜状鉱物

黄鉄鉱 と 共存 , 脈状

脈状 に 産す る 鉄を含 む珪酸鉱物

黒雲母の 仮晶 で分解 し て ギブサイ ト 等に な る

β 石英 の 単結晶

銅 , 亜鉛鉱山

中生代火 山岩中 の 泥岩層

マ ン ガ ン鉱 山 , パ フ 輝石 を産 す

雲根志 に所載 の ｢団子石J

八東町広留野

若桜町角谷

若桜町角谷

国府町拾石

八東町新興寺

鳥取市百谷

鳥取市覚寺

鳥取市浜坂

国府町笑道

河原町稲常

鳥取市中砂見

河原町神馬

佐治村加瀬木

佐治村栃原

鳥取市 白兎

東郷町別所

三朝町神倉

三朝町人形峠

倉吉市 田 内

倉吉市駄経寺

倉吉市秋害

倉吉市高城

溝 口 町栃原

淀江町岡 成

米子市陰田

日 野町後谷

日 南町多里

用 瀬町赤彼

倉 吉市汗千



化 石 産 地

名 称 種 類 位 置 特 。己

中新世の動物化石群

ビ カ リ ヤ 他

岡 益植 物 化 石群

中 新 世 化 石 群

中 新世 魚類 化石

古 人 形谷 化石群

三 徳型 植物 化石

備 北 層 群 化 石群

コ ンブ トメフィルム他

新 第三紀の海棲化石 ウ ー を多産

腹足類 , 中新世標準化石

台島型 の温暖性植物化石

新第三紀 の海棲動物化石群

海産魚類化石 を 多産

昆 虫 , 淡水魚化石 を共産

ブ ナ , カ エ デを多産 す る 中新世植物

中新世の 内湾 性化石

ヤ マ モ モ科植物 , 中新世標準化石

国府町上地

若桜町春米

国府町岡益

国府町美歎

国府町宮 ノ 下

佐治村辰己峠

三朝町吉原

日 南町多里

国府町普合寺

温 泉 地 , 湧 水 地

名 称 種 類 位 置 時 。己

岩 井 温 泉

鳥 取 温 泉

吉 岡 温 泉

湯 谷 温 泉

福 部 温 泉

湯 原 温 泉

浜 村 温 泉

鹿 野 温 泉

浅 津 温 泉

東 郷 温 泉

三 朝 温 泉

関 金 温 泉

福 富 温 泉

皆 生 温 泉

湧 水 地

湧 水 地

湧 水 地

含 芒 硝 石 膏 泉

含 芒 硝 食 塩 泉

単 純 泉

合 重 曹 食 塩 泉

含 芒 硝 石 膏 泉

合 石 膏 食 塩 泉

単 純 泉

含 石 膏 食 塩 泉

合 石 膏 食 塩 泉

放 射 能 泉

単 純 泉

硫 酸 塩 系

合 塩 化 土 類 食 塩 泉

地 下 水

地 下 水

地 下 水

岩美町岩井

鳥取市
鳥取駅東南

鳥取市
吉岡温泉町

河原町湯谷

福部村久志羅

若桜町湯原

気高町浜村勝見

鹿野町鹿野

羽合町浅津

東郷町松崎

三朝町三朝 ,
山 田

関金町 関金宿

倉吉市福富

米子市皆生

鹿野町小別所

青谷町八葉寺

赤碕町黒川

高温泉

高温泉

高温泉

温 泉

冷鉱泉

湯徴地

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

湯徴地

高温泉

曲 日 本鉱泉分析法
に よ る 。
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名 称 種 類 位 置 特 。己

湧 水 地

湧 水 地

湧 水 地.

地 下 水

地 下 水

地 下 水

淀江町高井谷

溝 口 町桝水原

溝 口 町未鎌

地質産状好 露 出

名 称 種 類 位 置 特 。己

柱 状 節 理

柱 状 節 理

柱 状 節 理

泥 岩 の 斜 層 理

円 通 寺 礫 層

花 崗 岩 と 岩脈

郡 家 礫 岩 層

チ ヤ ト の褶曲

辰 己峠層 と 基盤

辰 己峠層 と 断層

青谷安 山岩産状

ク ロ ズ ナ 層

古 砂 丘 と 基 盤

三 朝 高 原 露 頭

人 形 峠 層

船 上 山 熔 岩

火 山 灰 乱 堆 積

ク ロ ズ ナ 層

鶴 田 玄 武 岩

金 持 礫 岩

荷 重 痕

玄 武 岩 の 節 理

柱 状 節 理

花崗岩 と 円護寺右

火 山 岩 と 基 盤

砂 丘 と 火 山 灰

日 本海 に 面 し た大露頭

新第三紀安山岩

扇 / 山熔岩流の 末端

凝灰岩 と シ ル ト の互層

鳥取層群中 の礫岩

花 崗岩 に貫入 し た粉岩脈

鳥取層群 の基底礫岩

吉生層 中 の異状褶曲

古 人形谷 の不整合

県境付近 の小断層

海岸 に 面 し た露頭

新砂丘中 の腐植層

下部 ロ ム層 を覆 う 砂丘

高原道路沿い の露頭

チ ャ ン ネ ル状 の 砂礫層

古 期大 山 の熔岩流

上部火山灰層 の社習 曲

弓浜部 の 砂丘中 に発達

玄武岩台地

火道 性 の礫岩

上盤地層 の 荷重 て形成

広留野 の 熔岩流

摩尼山道沿い の景勝地

断層 て接 す る

花 崗岩地 の孤立火山岩丘

砂丘中 に は さ ま る 火山灰

福部村岩戸

国府町捨石

八東町富枝

鳥取市里仁

河原町稲常

用瀬町用 瀬

河原町神馬

佐治村余戸

佐治村栃原

佐治村辰 己峠

青谷町長尾岬

泊村右脇

羽合町南谷

三 朝町三朝

三朝町人形峠

赤碕町茶園原

江府町御机

米子市彦名

着 口 町鶴 田

日 野町金持

日 南町多里

若桜町諸鹿

鳥取市円護寺

鳥取市覚寺

西 伯町金華 山

北条町 弓原

1 3



地 質 模 式 地

名 称 種 類 位 置 特 。己

鳥 越 火 砕 岩

淵 見 閃 緑 岩

普 含 寺 泥 岩

鳥 取 砂 丘

人 形 峠 層

円 通 寺 礫 岩

白 兎 礫 岩

亀 尻 玄 武 岩

三 徳 山 安 山 岩

高 着 水 安 山 岩

坂 本 安 山 岩

法 方 理 右 層

大 山火山砕肩岩 層

御 来 屋 礫 層

名 和 泥 流

金 持 礫 岩

尚 徳 火 砕 流

一 姫 層局

米 子 流 紋 岩

多 里 層

倉 吉 伴 右 層

溝 口 凝 灰 岩

新第三紀末火山砕肩岩

新第三紀 の貫入岩体

新第三紀 の海成層

第四紀 の海岸砂丘

新第三紀の陸水成層

新第三紀 の 層間礫岩

新第三紀人形峠相 当層

鮮新世火山岩類

鮮新世火山岩類

県境部 の鮮新世火山岩類

三徳渓谷下の火山岩

大山上部火山灰層 の軽石

新期火山砕届岩層

火山扇状地堆積層

弥山噴 出 原 の火砕岩

中生代火山岩 の火成礫岩

下部火山灰層 の火砕岩

洪積世 の段丘層

上部新第三糸 の 火山岩

備北層群相 当 層

大 山 中 部火山灰層 の軽石

古期大 山 の砕層岩層

岩美町鳥越

若桜町端見

国府町普合寺

鳥取市浜坂

三 朝町人形峠

鳥取市円通寺

鳥取市白兎

青谷町亀尻

三朝町三徳

三朝町高清水

三朝町坂本

東伯町法万

大山町本宮

名和町御来屋

名和町名和

日 野町金持

米子市青木

会見町高姫

米 子 市陰 田

日 南町多里

倉吉市秋喜

大山町一 ノ 谷

I

第 2 節 植 物

植物 は 自 然環境 に最 も 支配 さ れ易 い 生物 て あ り 気候 や地形 , 地質 の 制約 を受 け る こ と が多

し 、 0

本県 の 気候 は , 寒冷 多 雨 ･ 豪雪 を伴 う 北陸型 と は異 り , む し ろ 年平均気温 1 4 oC内 外 の 温暖

な 地 と い え る が , 地勢か ら 気候 区 を分 け れ ば , 平地部 の 山陰型気候区 と 山間高冷地 の 中 国 山地型

気候 区 に 区分 さ れ る 。 従 っ て , 生物 も 寒 暖両系 の生物 が混交 し て生息 し て い る

植物 の分布 を 自 然植生 か ら み れ ば , 低地 に は温帯性植物 で あ る ツ バキ , シ イ ク ロ キ タ フ ノ
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キ な ど の 常緑広葉樹か広 か る が , 山地 に 向 う に つ れ , コ ナ ラ ･ ア ベ マ キ帯 , ブ ナ帯 , 低木草本帯

へ と 移行す る 。 な か で も , 大 山 の 中 腹 に 西 日 本最大 の規模を有す る ブ ナ の原生林や 山頂部の キ ャ

フ ボ ク 純林 は 本県 に お け る 代表的 な植物 の分布域 を形成 し て い る 。 ま た 白 兎海岸 に は , 自 生

の 南限 と い わ れ る 北方系 の ハ マ ナ ス が生育 す る 反面 , 大 山北麓 の海岸部 に は , 南方系 の ハ マ ヒ サ

カ キ が生育 す る な ど 寒暖両系 の植物 が分布 し て い る 。

一方 , 平野部 の各所 に は , 自 然 性豊 か な 森林が残存 し , 県民 に親 し ま れ て い る 優れ た も の は

表 3 の と お り で あ る 。

表 3 優れ た植物 と そ の 分布域

保 全 地 区 植 生 型 注 目 す べ き 種

岩美町甘露神社の社叢

岩美町太田神社の社叢

岩美町院内部落周辺

国府町菅野湿原及び神社の社叢

福部村栗谷の坂谷神社の社叢

久松山

覚寺神社の社叢

鳥取市否取の意上奴神社の社叢

鳥取市御熊神社 と そ の周辺

鳥取市伏野神社の社叢

鳥取市細美神社の社叢

河原町三谷部落神社の社叢

用瀬町三角 山

用瀬町足洗山

用瀬町大山神社の社叢

智頭町中井神社の社叢

船岡町大江神社

扇 / 山

陣鉢山

氷 ノ 山

三室山

若桜町糸白見, 弁天谷

東山

シイ 林

シ イ 林

シ イ ー カ シ林

ミ ズゴケ湿原 , ズナ フ 林

常緑広葉樹林

シ イ ー カ シ林

シ イ 林

シイ ー カ シ林

シ イ 林

シ イ 林

シ イ 林

サ カ キ林

ア カ マ ツ混交林

ア カ マ ツ混交林

カ シー シ イ 林

カ シ林

シ イ 林

ブナー ミ ズ ナ フ 林

ブナー ミ ズナ フ 林

ブナー ミ ズナ フ 林

ブナー ミ ズ ナ フ林

ア カ マ ツ混交林

ブ ナー ズナ フ 林

ツバ キ , シ イ カ ゴ

シイ , ウ フ ジロ カ シ, タ ズ サカ キ, シダ類

ヒ ノ キ , ア カ ガシ , イ ヌ ブナ , ナ ッ ツノ ミキ

ヒ ノ キ , ヒ メ コ マ ツ , ブナ , ミ ズナ フ

サ カ キ , カ コ ノ キ , ツ ク バネ ガシ , ウ フ ジ
ロ ガ、シ

シ フ カ シ , タ ブ, ケヤキ , ブナ

キ ャ フ ボ ク , コ ケモモ , オー シモ ッ ケ

ヒ メ コ マ ツ , シ ャ ク ナケ , ヒ カ ケ ツ ツ ジ ,
ヒ ノ キ

1 5



保 全 地 区 植 生 型 注 目 す べ き 種

若桜町吉川部落 1 2 8 2 れ 峰

冲 ノ 山

智頭町新田部落 1 0 4 0 れ 峰

那岐山

河原町小河内部落周辺

河原町北村の権観の森

佐治村余戸部落の神社の社叢

佐治村余戸の三原高原

佐治村南平国有林

三国山 , 高鉢山 , 高山

鷲峰山

鹿野町鹿野城跡

三朝町中津佐谷越湿原

青谷町八葉寺川周辺

東郷町今滝 , 漆原部落の滝

橋津の海岸

打吹山

三徳山 , 小鹿渓谷

人形仙

三朝町田代部落 1 0 7 3 れ峰

若杉山 , 滓黒山

蒜山

中山町下甲海岸

大山町本宮部落周辺

米子市後山

金ケ谷山 , 毛無山

日 野町億山神社

花見山

道後山

船通山

ブナ ー ミ ズナ フ林

ブ ナー ミ ズナ フ林

風街低木林

風街低木草原及び ブナ林

シ フ カ シー シ イ 林

常緑混交林

カ シ林

ス ス キ , 風衝低木林

ブ ナー ミ ズナ フ 林

ブナー ミ ズナ フ林

ブナ ー ミ ズナ フ林

タ ブノ キー シ イ 林

ミ ツ ガ シ ワ湿地

常緑広葉樹林

常緑広葉樹林

シダの群落

常緑広葉樹林

ブナ林 , カ シ林 , 河畔林

ササ草原

風衝草原

風街, ス ス キ草原

ブナ ー ミ ズナ フ 林

ハマ ナ ス ーハマ ヒ カ キ群落

ツバキ ー モチ ノ キ林

シ イ 林

ブ ナ林

カ シ林

カ シ ワ低木林 , 風街草原

風街草原 , 湿地

ブ ナ林 , 河畔林

ア カモノ

j ヨ ウ ブ , シ ャ ク ナケ , サ フ サ ド ウ ダン ,
べ~ニ ド ウ タ“ ン

ヒ ノ キ , サ フ サ ドウ ダン , ベー ト ウ ダ ン ,
シ ャ ク ナゲ , マ イ ズル ソ ウ

ツバキ , タ ブノ キ

ア カモノ マ ンネ ン スギ

シマ イ ヌ ワ フ ビ, シ ャ ク ナケ

ツバキ , タ ブ , シ フ カ シ , シ ダ類

ア ス ナ ロ , カ ゴ , タ フ ノ キ シダ類

シイ , タ ブ, モ ミ

ア カ セ ノ , コ ゴメ グサ , イ ワ シデゞ

ノ ガ ノ ヤス , ア カ モノ

ア カモ ノ

シダ類

イ ヌ ビ ワ , ヤ マモモ , シダ類

スギ, シ ャ ク ナケ

ア カ モノ

ア カモノ , シ ロ モ ノ , ハ イ カ イ ソ ウ , レ ン
ゲ ツ ツ ジ

イ チ イ オ ニグル ミ
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第 3 節 動 物

本県 の動物 は , 種類 の う え か ら み れ ば鳥類が最 も 多 く , 本邦 の野鳥の約半数 に 当 る 2 0 0 種が

生息 し て い る 。 大型動物 は 少 く , 僅 か に ツ キ ノ ワ グ マ , イ ノ シ シ が知 ら れ て い る に す ぎ ず , 他 は

ホ ン ド ザル , 一 ホ ン ′ ス な ど の小型哺乳動物が多 い 。 こ れ ら 諸動物 の生息分布域 は , 生活環境や

食餌の 関係な ど か ら , 自 然 の生態系 の 優れ た地域 に分布 し , 県東部 で は 八頭郡南城 , 中 部 で は =

徳 山 , 打吹山 , 西部 で は 大山 ･ 蒜山 を 中心 と す る 地域が主 た る 生息域 と い え る 。 特 に , 大 山 に は ,

本邦特産の-属一種 の珍獣 と し て 知 ら れ て い る ヤ マ ネ や 2 0 0 種 に及 ぶ野鳥並 び に 1 0 0 0 種 を 超

す 昆虫類 な ど が生息 し , 西 日 本 に お け る 小型動物 の 楽園 と な っ て い る 。 し か し , 県下 の動物 の な

か で , 学術的 に最 も 貴重 な も の は , 中 国 山地の渓流地西 伯郡東長 田地区 に生息 し , ｢生 き て い る

化石J と い わ れ て い る 有尾両生類 の ｢ オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ J で あ る 。

こ れ ら 諸動物 の生息域 の う ち , 優れ て い る の は表 4 の と お り で あ る

表 4 優れ た動物 と そ の 生息域

を薩 地 域 名 種 類 相 特 b己
鳥取市 千代川 河 口 水鳥 (ハ ク チ ョ ウ , カ モ , サギ , シギ) コ ハ ク チ ョ ウ の伴

鳥取市 湖 山 池 水鳥 (カ モ類) ア オ サギ, オ オ バ ン , ハム , オ オ ョ シ キ め る 環境を
リ , ヨ シ ゴ イ

鳥取市 久松 山 山 系 小鳥 ( カ フ 類 , ケ フ 類 , キ ビタ キ) 蝶 (キ マ ダ フ ル j ツ 伐採の 中止 を
バメ ) 甲 虫 ( カ ミ キ j ム シ類) ホ タ ル , カ ス サ ン シ
ウ ウ オ , シ ュ レ ー ケル ア オ ガエル

鳥取市 野 坂 湿 原 ハ ッ チ ウ ト ン ボ

鳥取市 横枕~ 猪子 ホ ト ケ ド ジ ウ

鳥取市 河 内 ~安蔵 力 ジ 力
岩美郡 岩美町院 内 モ リ ア オ ガエル

;岩美郡 唐川定殿付近も チ ョ ウ ト ン ボ , 蝶 ( ヒ ロ オ ビ ト J シ ジ , キ マ ダフ ル J ツ バメ )

群郡 河合谷 高原 小鳥 ( ブ ツ ポ ウ ソ ウ オオル i , セ ツ ガ モ ノ ア オ ガエ 特 に 雨滝付近 を
ー ル , 甲 虫 (カ ミ キ J ム ノ類) 轢 くギ フ チ ョ ウ , ン ー タ テハ , ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ド キ )

で頭部 扇 / 山一帯 イ ヌ ワ シ , オ シ ト j ゾ ス ノj･鳥 ( コ ノ ハ ズク , カ フ 類 イ ヌ ワ シ の 保護をホ ト ト ギ ス) 轢 く ミ ド J シ ジ ミ 類 , ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ンモ
ト キ )

陣 鉢 山 イ ヌ ワ シ , ク マ タ カ , 小鳥 ( カ ラ 類 , ケ フ 類 , ツ ツ ト j

、頭部 氷 ノ 山 ク マ , サル , ヤ マ ネ , モ モ ン ガ , イ ヌ ワ シ, 小鳥 ( コ マ イ ヌ ワ シ , ヤ マ ネ
. ･ ･ . - 亜高山性の小鳥のド J , ウ ソ , カ ヤ ク グ J , ブ ッ ポ ウ ソ ウ , メ ボ ソ )

保護を

、頭郡 氷 ノ 山南斜面 ク マ , サル , イ ヌ ワ シ , ク マ タ カ

、頭郡 三 室 山 ク マ , サル , イ ヌ ワ シ , ク マ タ カ

山 (若桜谷 ) ク マ , サル , イ ノ シ シ , j ス , イ ヌ ワ シ , ク マ タ カ
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う ,

主 な

行政区
地 域 名 種 類 相 特 。己

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

気高郡

気高郡

気高郡

東伯郡

東伯郡

倉吉市

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

米子市

米子市

日 野郡

東山笹□頭谷) ク マ , 小鳥 ( コ ノ ハ ズク ヤ マセ 、 )

仲 / 山 ク マ , 小鳥 ( コ ノ ハ ズク )

大 江 の 奥 イ ノ シ シ , ク マ タ カ

那 岐 山 小鳥 ( カ フ類) 甲虫 ( カ ミ キ リ ム シ類)

洗 足 山 ヒ メ ハルゼ ミ , 轢 く キ ノ シ マ ミ ト ノ シ ジ ミ )

波 多 の 台 轢 く ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ンモ ド キ)

南平国有林 小鳥 ( カ フ 類 , ケ フ 類 ) 轢 く ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ド キ)

高 鉢 山 イ ワ ナ , ク マ タ カ , 小鳥 (ヤ マセ , カ フ 類 , ケ ラ 類)
轢 く ミ ド ノ シ ジ ミ 類)

三国山 高山 小鳥 (ケ フ類 , カ フ 類)

円通寺~河原 アユ , カ マ キ j (ア ユ カ ケ)

酒 ノ 津海岸 ウ ミ ネ コ , ウ ミ ウ

鷲 峰 山 小鳥 (カ ラ 類 , ケ フ 類) 轢 くギ フ チ ョ ウ )

殿 ~ 矢 原 カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ

天神川河 口 水鳥 (ガ ン , カ モ , ツ ギ, チ ド j , サギ類)

北 条 砂 丘 ノキ , チ ト j , マ ン ム シ , カ ン タ ン , ス ズム ノ

打 吹 山 小鳥 ( カ フ 類 , オ オル ノ , キ ビ タ キ ) モ リ ア オ ガエル 。
蝶 (ギ フ チ ョ ウ , キ マ ダ ラ ル j ツ バメ )

羽 衣 石 城 蝶 (オ オ ム フ サキ)

三 徳 山 イ ワ ナ , 小鳥 (カ フ 類 , ケ フ 類 , ヤ マ セ , カ ワ セ ミ )
蝶 ( ヒ サ マ ツ ミ ト ノ シ ジ ミ , キ ノ シ マ ド J シ ジ )
ク マ タ カ , ヒ メ ハル ゼ 、

高清水高原 小鳥 (カ フ 類 , ケ フ 類)

加俗~木地山 カ ジ カ

曹源寺の支流 ハ ンザキ (オ オサ ン シ ョ ウ ウ オ )

福 山 ハ ンザキ (オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ )

三軒屋~大谷 イ ワ ナ , ヤマ メ , ヤ マ セ

関 金 ホ タ ル

清 水 川 ハ ソザキ , イ ワ ナ

上 蒜 山 小鳥 (ホ ト ト ギス , カ フ類 , ケ フ 類)

大 父 木 地 フ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

日 野川 河 口 水 鳥 ( シギ, チ ド j , サギ, カ イ ツ ブ j ) オオ ョ シキ J

城 山 小鳥 (カ フ 類 , ケ フ 類) 轢 くア ゲハ類)

毛 無 山 小鳥

森林保存良好

天神橋 ま て

森林良好
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寿政狡 地 域 名 種 類 相 特 。己

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

米子市

日 野郡

日 野郡

鵜 ノ 他

別 所 付 近

滝 山 公 園

印 質 付 近

花 見 山

三 国 山

道 後 山

三 国 山

船 通 山

弓 ケ 浜

黒 坂 周 辺

生 山

ブ ッ ポ ウ ソ ウ , カ モ類

蝶 ( ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ト キ , セ セ J チ ウ 類)

ハ ンザ キ , カ ジ カ , モ J ア オ ガ エ ル

ブ ッ ポ ウ ソ ウ (営巣 )

エ ゾゼ ミ コ エ ゾゼ 蝶 ( コ マ シ ジ ト ノ シ ジ ミ ダ罰

轢 く ミ ド J シ ジ ミ 類)

蝶 (ギ フ チ ウ , ミ ト j シ ジ ミ 類)

小鳥 (ホ ト ト ギス , カ ッ コ ウ , カ フ 類 , ケ フ 類)

小鳥 (ホ ト ト ギス , カ ッ コ ウ , カ フ 類 , ケ フ 類)

オ オ ヒ ョ ウ タ ン ゴ ミ ム シ , ヒ ョ ウ タ ン ゴ ム シのすみわ け

甲虫 ( カ ミ キ j ム シ類 , ハ ナ ム グ グ 類)

甲虫 ( カ キ ′ ム シ類)
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第 2 章 自 然 環 境 の 保 全 対 策

第 1 節 自 然公園

1 自 然 公 園 の 概 況

自 然公園 は , 優 れ た 自 然 の風景地 を保護 す る と と も に , そ の適正 な 利用 に よ り わ れ わ れ の 保

健 , 休養及 び教化 に資 す る こ と を 目 的 と し て 投 げ ら れ た も の で あ る が , 近年 , 経済社会 の進展

に伴 い , 日 常生活圏 に良好 な 自 然が少 な く な っ た こ と も あ っ て , 都市生活等 に お け る 精神的緊

張 の解放 を図 る た め の場 と し て , あ る い は 野外 レ ク j エ ー シ ン の場 と し て そ の 利用 の欲求

が高 ま っ て き て い る 。

こ れ ら の欲求 に こ た え , 利用 者が 自 然公園本来 の 目 的 に 沿 っ て 快適 な 利用 が図 れ る よ う 各

種施没 の整備 を進 め つ つ あ る 。

一方 , 優 れ た 自 然 は , 後世 の 人間 に と っ て も 貴重 な 資産 て あ る の で , そ の 自 然環境 を保全 す

る た め , 規制 の強化及 び管理体制 の充実 に努 め て い る 。

県下 の 自 然公園 の指定状況 , 利 用状況 は表 5 の と お り で あ る
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表 5 鳥取県 の 自 然公園

区分 公 園 名 指定年月 日 全面積 県内 面積
特別 保

護地 区

特 別 地 域

普通地域 関 係 市 町 村
1 種 2 種 3 種 特別地域計

国立
大山隠岐国立公園

S 1 1 2 1

S 5 0 9 1 3

拡 大

ho

3 1 927

ho

1 3 53 1

ho

1 1 39

ho

3 540

hor

2 544

ho

2 , 677

ho

8, 76 1

ho

3 , 63 1

大山 , 溝 口 , 江府 , 岸本

関金 , 東伯 , 赤碕 , 名和

中 山

山陰海岸国立公園 S 3 8 7 1 5 8 , 996 1 , 524 1 1 25 1 1 3 1 2 75 1 , 387 1 2 鳥取 , 福部 , 岩美

小 計 40 923 1 5 , 055 1 1 , 264 1 3 540 3 856 2 , 752 10 , 148 3 , 643

国定
比 婆 道 後 帝 釈
国 定 公 園

S 3 8 7 . 2 4 7 , 808 1 , 437 22 834 58 1 1 , 437 日 南

氷 ノ 山後山那岐山

国 定 公 園
S4 4 4 1 0 40 507 2 7 2 1 0 4 1 96 1 643 . 3 936 5 434 9 7 , 0 14 . 3

岩美 , 国府 , 八東 , 郡家

若桜 , 智頭 , 用 瀬

小 計 48 , 3 1 5 2 8 , 647 4 19 6 1 665 3 1 770 1 6 01 5 . 9 8 , 45 1 3

‘

県立
奥 日 野 県 立 公 園 S 3 9 6 1 4 278 4 , 278 特 別 地域指定 な し 日 野 , 日 南

眞 穐東麦富 S 2 9 . 4 1 1 5, 46 1 1 5 , 46 1 同 上 倉吉 , 三朝 , 東郷 , 羽合

小 計 19 , 739 1 9 739 -
計 1 08 977 2 43 , 學4 1 5 1 , 460 2 4 , 205 3 - 5 626 1 - 8, 767 . 9 1 8, 599 . 3 3 , 6 ‘燧 公園面積 =県土面轉2の4 %

} 国 鬱定轡公帝 鐙 眺 7･ 芻,鯛 1鰡 芻滋剥'鰡 ‐ 日 南
- 氷 ノ 山後山那岐山 岩美 , 国府 , 八東 , 郡家

国 定 公 園 s4 4 4 1 o 40 507 2 7 2 1 0 4 1 96 1 643 . 3 936 5 434 9 7 , 0 14 . 3 - 若桜 , 智頭 , 用 瀬
定 一

小 計 48 , 3 1 5 2 8 , 647 4 19 6 1 665 3 1 770 1 6 01 5 . 9 8 , 45 1 3 -

奥 日 野 県 立 公 園 S 3 9 6 1 4 278 4 , 278 特 別 地域指定 な し 日 野 , 日 南
県

立 眞 鬱 鎖 s2 9 . 4 1 1 5' 46 1 1 5 , 46 1 同 T 倉吉 ' 三朝 ' 東郷羽合小 計 19 , 739 1 9 739

計 雌 吻 芻, 雙贓,劉 2 4 , ぁ 率鋭 1 8, 鰡,第,鸚, 3 3 , 6箏 公園面積 =県土面凡%



2 自 然 公 園 の 保護 と 管理

国立公園及 び国定公園 に つ い て は , 保護 の適正 を図 る た め , 特別保護地区及 び特別地域を指

定 し , こ れ ら の地内 に お い て風致景観を損 う お そ れ の あ る 一定 の行為 は , 環境庁長官又 は知事

の 許 可 を受 け な け れ ば行 っ て は な ら な い こ と に な っ て い る 。

県立 自 然公園 に つ い て は , 県立 自 然公園条例 に基 づ い て管理運営 さ れ る が , ま だ特別地域 の

指定が さ れ て い な い の で早急 に特別地域 を指定 し保護管理 の徹底 を期 す る こ と と し て い る 。

国 立公園 の管理 は原則 と し て 国 が行 う こ と と さ れ て い る が , 自 然公園法 の 改止 に よ り 許認

可事務が大幅 に県知事 に権限委譲 さ れ , 県 の 管理事務量 が増大 し て い る 。

国立公園 の 管理機構 と し て は , 昭和 4 8 年 7 月 に 西伯郡大山町大山 に環境庁大山隠岐国立公

園管理事務所 が , 昭和 5 1 年 1 0 月に 岩美郡岩美町浦富 に環境 庁山陰海岸国立公園億 富管理員事

務所 か設置 さ れ , そ れ ぞ れ地域 内 の 管理業務 を担当 し て い る 。

昭和 5 2 年度 の 自 然公園 内 の 行為 に係 る 許認 可処理 の状況 は表 6 の と お り 2 0 3 件 で 前年

度 に比 へ て 6 3 件 の増加 と な っ て い る 。

行為 の種類別 で は , 工作物 の新増改築等が許可 の大半を 占 め て い る

表 6 国立 , 国定公園 に お け る 年度別許認 可処理件数渦 へ

公 園 名
許 認 可
権 限

公 園 事 業 関 係 工 作 物 等 関 係 l 計
4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 l 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

大 山 隠 岐

国 立 公 園

長官権限 9 1 0 1 3 1 5 1 7 7 4 9 1 2 9 I 1 6 1 4 2 2 2 7

2 63 2知事権限 23 2 3 2 7 3 1 3 2 l 2 3 2 3 2 7 3 1

小 計 9 1 0 1 3 1 5 1 7 3 0 2 7 36 4 3 4 1 l 3 9 3 7 49 5 8 5 8

山 陰 海 岸

国 立 公 園

長官権限 1 1 6 6 1 1 4 6 1 0 7 4 1 0 l 1 7 1 6 1 3 1 5 1 4

知 事権限 1 27 94 7 4 9 0 1 2 6 l 1 2 7 94 7 4 90

小 計 1 1 6 6 1 1 4 1 3 3 1 04 8 1 9 4 1 3 6 1 44 1 1 0 8 7 1 0 5

氷 ノ 山後山郡岐
山 国 定 公 園

知事権限 O O O O O 8 1 4 4 3 8 1 4 4

比 婆 道 後 帝 釈
国 定 公 園

知事権限 O O O O O 3 O O O 2 3 O O O

計 2 0 1 6 1 9 2 6 2 1 ー 1 7 4 1 3 2 1 2 1 1 4 1 1 8 2 1 9 4 1 48 1 4 0 1 40

3 環 境 浄 化 対 策

ね / 鬘讓響礬轤褻礬蓬蓚灸
〆 困難 と な っ て お り こ の対策 に つ い て は地元市町村 の み て は対応が難 か し い の て利用者 の モ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



ル 向上が望 ま れ て い る o

県 に お い て は , 国 の補助金 と 合 わせ て , 民間活動団体 の 美化清掃活動 に対 し て助成を行い

そ の 育成を図 る と と も に環境浄化 を推進 し て い る

4 自 然 公 園 の 施 設 整 備

県下の 自 然公園 の利用者数 は表 7 の と お り で , 昭和 4 7 年 か ら数年間 は 6 5 0 万人前後 で 横

ば い の 傾向 に あ っ た か , 昭和 5 2 年 は 6 9 0 万人 と 4 6 年以降最高 の数字 を示 し て お り 前年 に

比 へ て約 4 0 万人 の利 用者 が増加 し て い る

表 7 自 然公園 の利 用状況

公園名、＼、、、年度 4 6 年 4 7 年 4 8 年 4 9 年 5 0 年 5 1 年 5 2 年

国立公園
大山隠岐国立公園

人

2, 0 6 4 , 4 0 0

人

2, 2 4 7 , 0 0 0

人

2, 240 , 1 0 0

人

2, 1 7 0 , 0 0 O

人

2 , 1 5 0 , 0 0 0

ノ＼

2 , 1 8 6 40 0

人

2 , 1 9 5, 3 0 0

山陰海岸国立公園 2, 0 6 0 , 9 0 0 2 , 28 6, 0 00 2 , 2 28, 7 0 0 2 , 4 38, 0 00 2 , 4 5 6 0 0 0 2 , 42 1 , 9 0 0 2 , 56 9 , 50 0

小 計 4, 1 2 5 , 3 0 0 4 , 5 3 3 , 0 00 4 , 4 68 , 80 0 4 , 6 0 8, 0 00 4, 6 0 6, 0 00 4 , 6 08, 3 0 0 4 , 7 6 4 , 80 0

国定公園
氷 ノ 山後 山郡岐
山 国 定 公 園

1 48 9 60 1 6 1 , 0 0 0 1 4 4 , 789 1 4 0 , 0 00 1 3 5, 1 0 0 1 3 7 , 8 0 0 1 38, 1 0 0

比 婆 道 後 帝 釈
国 定 公 園

小 計

25, 6 3 1 28 , 0 0 0 3 0 , 449 30 , 0 0 0 28, 40 0 2 9 , 0 00 29 , 1 0 0

1 7 4 , 59 1 1 89 , 0 00 1 7 5, 2 38 1 7 0 , 0 0 0 1 6 8 , 5 0 0 1 66 80 0 1 6 7 , 2 0 0

県立公園
三 朝 東 郷 湖
県 立 公 園

1 , 5 2 5, 1 0 0 1 , 5 8 6 0 0 0 1 , 70 8 , 4 0 0 1 , 6 1 4 0 0 0 1 , 5 5 7 , 80 0 1 , 6 3 4 , 5 0 0 1 , 85 2 , 1 0 0

奧 日 野県立公 園 1 20 , 58 2 1 3 0 , 0 00 1 3 4 , 1 34 1 30 , 0 0 0 1 2 5, 2 0 0 1 27 , 7 0 0 1 28, 0 0 0

小 。 十 1 , 6 45 , 68 2 1 , 7 1 6, 0 0 0 1 , 84 2 , 5 3 4 1 , 7 4 4 , 0 0 0 1 , 6 8 3 , 0 0 O 1 76 2 , 2 0 0 1 , 9 80 1 0 0

合 計 5, 94 5 , 5 7 3 6 4 3 8 , 0 0 0 6 , 48 6 57 2 6 52 2 , 0 00 6 4 5 2 , 5 0 0 6 , 5 3 7 , 3 0 0 6 9 1 2 , 1 0 0

ま た 5 2 年度 は表 8 の と お り の 施設整備 を行 っ た 。

な お , 県立大 山 自 然科学館 に 自 然解説制度 を夏期 1 ケ 月 間 ( 7 月 2 1 日 ~ 8 月 2 0 日 ) 投 げ

展示物 の解説 の ほ か大山 地 内 の 地形 , 地質 , 動物 , 植物及 び歴史等 に つ い て現地解説を行 な い

地域 に 関 す る 知識 の 普及 と 自 然保護思想の 高揚 を 図 っ た 。

各年度別 の 自 然公園施設 の整備状況 は資料 1 の と お り て あ る
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表 8 昭和 5 2 年度 自 然公園施設の 整備状況

( 1 ) 国立 , 国定公園

公 園 名 事 業 名 事 業 か 所 事 業 概 要

大 山 隠 岐

国 立 公 園

大 山 自 然 科

学館 展 示事 業
大 山 町

大山 の地形 , 地質 , 動物 , 植物 に つ い て 展示

( 1 ) 地形模型 1 / 1 0,0 0 0

( 2 ) 岩石標本 5 箇

( 3 ) 動物標本 5 0 種

( 4 ) 高山植物 カ ラ ー コ ル ト ン 1 0 種

( 5 ) 解説用 オ ー ト ス ラ イ ド 1 基 写真 3 0枚

一 " 豪 円 山 野 営場

施 設整 備 事 業

歩 道 整 備

そ の 1

大 山 町

本線 3 2 0 れ 9 3 4. 5 露

駐車場 4 1 5 2 5

1 号支線 1 7 2 5 1 6

2 号支線 6 4 1 9 2

れソ そ の 2 大 山 町 歩道 , 階段 , テ ン ト サ イ ト 造成

( 2 ) 県立公園

公 園 名 事 業 名 事 業 か 所 事 業 概 要

三 朝 東 郷 湖

県 立 公 園

大 平 山 園 地

整 備
倉 吉 市 遊歩道 8 5 5 爲 取付道 2 7 れ

樹木植栽 7 2 本

奥 日 野 県 立

公 園

鵜 池 公 園

園 地 整 備
日 野 町

整地 1 0, 0 0 0 孟

張芝 7 0 0 髭

便所 2 棟

‘ 3 ) 中 国 自 然歩道

公 園 名 事 業 名 事 業 か 所 事 業 概 要

大 山 , 隠 岐

国 立 公 園

川 床 ･ 一 向 平

線 歩 道 整 備
大 山 町

東 伯 町

改良 9, 0 3 0 の

吊橋 4 5 れ

新設 2, 6 5 0 弼

公衆便所 2 棟

休憩舎 1 棟

山 陰 海 岸

国 立 公 園

岩 戸 . 大 谷 線

歩 道 整 備

岩 美 町

福 部 村

5 自 然 保 護 用 地 の 賞 上 げ

i f 国立国定公 園 の 特別保護地区及 び難 種特月f地域内 の民有地て緊急こ そ の 土地 を公有他 な
　 　 　 　 　 　

i い 限 り 自 然 の保護 の徹底 を期 せ ら れ な い地域に つ い て ,交付公債 に よ り 買上 げ 自 然 の保護の 徹底

を期 す る こ と と し て い る 。

現在 ま で の 公有化状況 は表 9 の と お り で あ る

な お 国定公園 の 第 3 種特別地域 の土地 に つ い て 立木の み の 買収 を行な い土地 は地上権を
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設定 す る 本県独 自 の 方法 て , 表 1 0 の と お り 自 然保護用 地 の 取得 に 当 た っ て い る

表 9 自 然保護用地の 買上状況

公 園 名 場 所 面 積

大 山 隠 岐 国 立 公 園

江 府 町 木 谷 1 0 2 5 4 ho

" 鏡 ケ 成 7 8. 1 5

中 山 町 遠 茶 畑 2 5 . 6 4

大 山 町 大 野 6 9. 7 9

向 原 7 4 7

計 2 8 3 . 5 9

氷 ノ 山 後 山 那 岐 山 国 定 公 園 智 頭 町 昔 座 5 1 5 6

合 計 3 3 5 . 1 5

表 1 0 立木購入状況

公 園 名 場 所 地上権設定 面 積 地上権設 定期間

氷 ノ 山 後 山 那 岐 山

国 定 公 園

智 頭 町

芦 窪 地 内

ho

2 0 8 1 5 6 5 0 年

第 2 節 自 然 環 境 保 全 地 域 等

良好な 自 然は ,わ れ わ れ が健康 て 快適 な生活 を維持 し て い く 上 で欠 く こ と の て き な い も の で あ る 。

そ の た め , 県 は 自 然環境保全条例 に基つ き , 自 然環境 を 保全 す る た め の 自 然環境保全地域の 指定

を推進 し て い る o

l 自 然 環 境保 全 地 域 の 指 定

学術的 に も 質的 に も 優れ , 全国 レ ベル の 1 7 地域 に つ い て は 昭和 5 5 年 ま で に 中 国地方 レ

ベル の 4 0 地域 は 昭和 6 0 年 ま て に指定す る こ と に し て い る
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‘
表 1 1 自 然環境 を保全 す べ き 地域一覧 (面積 の単位ho)

分類度 地 形 地 質 部 門 植 物 部 門 動 物 部 門 討 (離諜頌の )

特 A
地 区 数 地 区 数 6 地 区 数 3 9

面 積 面 積 4, 3 1 3 面 積 1 , 1 0 0 5, 4 1 3

A

地 区 数 4 地 区 数 9 地 区 数 4 1 7

面 積
7 1

(峡谷 は 含 ま ず )
面 積 2 0 5 面 積 1 , 0 0 0 1 , 2 0 5

B

地 区 数 5 8 地 区 数 1 2 地 区数 9 7 9

面 積
5, 1 4 5

く模式地標本地は省略)
面 積 3, 0 7 7 面 積 7, 0 9 0 1 0 , 1 6 7

C 地 区 数 4 9

地 区 数 1 5 地 区 数 1 0 7 4

面 積 5 3 3 面 積 3 , 3 3 0 3 , 8 6 3

討 地 区 数 1 1 1

地 区 数 4 2 地 区 数 2 6 1 7 9

面 積 8, 1 2 8 面 積 1 2, 5 2 0 2 0 , 6 4 8

表 1 2 昭和 6 0 年 ま で に指定 す べ き 自 然環境保全地域一覧 (面積 の 単位 ho)

指定期限、、、＼区分 地形 ･ 地質部門 植 物 部 門 動 物 部 門 計

1 7

昭和 5 5 年
地 域 数 2 1 1 4

面 積 7 1 1 4 8 5 6 6 7 8 5

昭和 6 0 :年
地 域 数 1 8 1 3 9 4 0

面 積 5, 6 2 3 2 , 5 4 8 4 , 4 7 0 1 2 , 1 4 1

評
地 域 数 2 0 2 4 1 3 5 7

面 積 5 6 9 4 2 , 6 9 6 5, 0 3 6 1 3 , 4 2 6

表 1 3 自 然環境保全地域等 の指定状況

地 区 名 所 在 地 面 積 指 定 年 月 日

管 野 国 府 町 2 0. 5 ho S 5 2 . 4. 8

香取 (意上奴神社 ) 鳥 取 市 7. 9 "

松 上 神 社 イン 5 . 2 メソ

笏 賀 ( 花 蔵 山 ) 三 朝 町 3. 2 S 5 2 . 7 . 2 9

馬 場 (長 田 神 社 ) 西 伯 町 3 7 メソ

唐 川 岩 美 町 1 9. 8 S 5 3 5 1 2

計 6 0 3
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